
5

り
な
が
ら
、
森
林
が
持
つ
多
様
な
機
能
が
発

揮
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。

  

地
区
住
民
が
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
て

い
っ
た
ら
良
い
の
か
を
考
え
る
た
め
に
、
日

常
の
買
い
物
環
境
、
医
療
環
境
、
教
育
環
境
、

交
通
環
境
等
が
今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か

を
知
り
、
自
分
た
ち
の
町
の
将
来
像
が
わ
か

り
や
す
い
形
で
示
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
東
部
地
区
の
将
来
の
都
市
像

を
伺
い
た
い
。

 

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
沿
っ

て
、
道
路
、
公
園
、
公
共
施
設
、
交
通
体
系

な
ど
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
地
区
の
将
来

の
都
市
像
を
描
く
た
め
に
は
、
地
元
の
意
見

を
集
約
し
て
建
設
し
た
東
部
地
区
公
共
施
設

や
地
元
と
大
学
、
企
業
が
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
東
長
崎
エ
コ
タ
ウ
ン
構
想
な
ど
、

行
政
と
住
民
が
協
働
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
い
る
。
今
後
と
も
、
地
域
住

民
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
の
発
展
に
努
め
た

い
。

 

長
崎
県
立
図
書
館
に
つ
い
て
は
、現
在
、

長
崎
市
と
大
村
市
の
建
設
候
補
地
で
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や

人
口
の
集
積
を
考
え
る
と
他
都
市
へ
移
転
す

る
理
由
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
図
書
館

の
あ
り
方
を
議
論
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
県

の
財
政
状
況
を
考
慮
す
る
と
、
本
市
が
土
地

を
無
償
で
提
供
で
き
る
か
に
も
か
か
っ
て
い

る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

 

本
市
は
大
村
市
と
の
誘
致
合
戦
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
ま
た
、
建
設
地
の
有
償
、

無
償
に
関
係
な
く
、
県
立
図
書
館
に
求
め
ら

れ
る
機
能
、
役
割
か
ら
県
民
に
と
っ
て
一
番

有
益
な
場
所
は
長
崎
市
で
あ
る
と
主
張
し
て

き
た
。県
民
の
た
め
の
県
立
図
書
館
で
あ
り
、

本
市
が
土
地
を

提
供
す
べ
き
も

の
で
は
な
い
と

考
え
る
が
、
今

後
、
中
心
部
に

優
良
な
用
地
が

出
て
く
る
可
能

性
も
あ
る
の
で
、

柔
軟
に
県
と
協

議
し
て
い
き
た

い
。

 

冬
の
観
光
振
興
策
と
し
て
、
長
崎
ク
リ

ス
マ
ス
を
充
実
さ
せ
て
は
ど
う
か
。
3
年
目

を
迎
え
た
、
長
崎
ハ
ー
ト
フ
ル
・
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
と
組
み
合

わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
さ
せ
る
た

め
、
民
間
団
体
の
盛
り
上
が
り
が
図
れ
る
よ

う
市
長
自
ら
働
き
か
け
、
観
光
振
興
の
実
施

を
目
指
す
考
え
は
な
い
か
、
見
解
を
伺
い
た

い
。

 

長
崎
ハ
ー
ト
フ
ル
・
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
は
民
間
、
市
民
と
の
連
携
に
よ
り
、
ま
ち

の
中
心
部
に
お
い
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
関
連
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
観
光
の
閑
散
期
で

あ
る
冬
期
の
宿
泊
滞
在
型
の
観
光
振
興
策
の

一
つ
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
主
催
者
等
の
取
り
組
み
と
の
一
層
の
連

携
を
図
り
、
充
実
す
る
方
策
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
た
い
。

 

長
崎
市
出
身
で
孫
文
の
辛
亥
革
命
を
陰

か
ら
支
え
た
梅
屋
庄
吉
の
功
績
を
た
た
え
、

特
に
青
少
年
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
孫
文
・
梅
屋
庄
吉
記
念
館
を
つ
く
る
べ

き
だ
と
思
う
が
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

 

本
年
10
月
１
日
か
ら
長
崎
歴
史
文
化
博

物
館
に
お
い
て
、
特
別
企
画
展
「
孫
文
・
梅

屋
庄
吉
と
長
崎
」
を
本
市
、
長
崎
県
、
長
崎

歴
史
文
化
博
物
館
が
共
同
し
て
開
催
し
て
い

る
。
二
人
の
歴
史
的
な
友
情
を
顕
彰
し
、
中

国
を
初
め
ア
ジ
ア
各
国
に
情
報
発
信
す
る
こ

と
は
重
要
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
二
人
の

友
情
を
中
国
と
本
市
の
貴
重
な
か
か
わ
り
合

い
と
し
て
受
け
継
ぎ
、
今
後
も
大
切
に
す
る

た
め
、
同
企
画
展
終
了
後
の
孫
文
・
梅
屋
庄

吉
の
関
連
資
料
の
活
用
に
つ
い
て
、
常
設
展

示
を
視
野
に
入
れ
た
検
討
を
県
と
市
で
し
っ

か
り
と
行
っ
て
い
き
た
い
。

自
由
民
主
党

東
部
地
区
の
将
来
の
都
市
像

問答

新　

風　

会

長
崎
県
立
図
書
館
の
本
市
で
の
存
置

問答

長
崎
市
民
会
議

「
長
崎
ク
リ
ス
マ
ス
」
の
顕
在
化

問答

気　

走　

会

孫
文
・
梅
屋
庄
吉
記
念
館
建
設

問答

都市計画マスタープラン

建て替えが予定されている長崎県立図書館

ハートフル・イルミネーション
（長崎水辺の森公園）

孫文と梅屋庄吉夫婦
（小坂文乃氏所蔵）




